
女性デジタル人材育成・ワークシェアリングモデル事業 【栃木県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １３，８０４ 千円

交付金額 ９，３１８ 千円

事業番号 ５

○事業実施結果を分析し、デジタルスキルを習得して、新たな分野で
活躍したいと考える女性への訴求方法などを継続的に検討

○将来的な事業の自走化に向け、課題等の把握や連携先の検討など
を進める

○栃木県では、就職等を契機とした女性の転出超過が多い状況が続
いている。
○また、女性の希望が多い業種である情報通信業の業種割合が0.6％
に過ぎず、デジタルを活用して勤務できる環境が限られている。
○民間企業が実施した県内企業への調査では、製造業等の他産業の
企業も含めて、デジタル人材が不足（49.0％）している状況がある。

本県産業の担い手となる女性デジタル人材の育成及び女性の
経済的エンパワーメントの実現
・女性の就業率 36.3％（R5時点）【目標：40.0％（R7）】

○参加者数：28名、就労を行う予定人数：11名
○受講者へのアンケート結果では、受講生の満足度が総じて高く、就
労に結びつかない受講者からもデジタルスキル研修やリアルでの集合
研修について、「自己研鑽の習慣が身についた」「自身の人生設計を考
え直せた」など、有効性について評価されているところである。

○デジタルスキルを活かしたワークシェアリングのノウハウを有するコン
ソーシアムと連携し、正規雇用・非正規雇用のほか、副業・兼業・フリー
ランス等の新たな働き方を提供するモデル事業に取り組む

○自由度のある働き方などを希望する女性に対し、必要なデジタルスキ
ルの習得プログラムの提供や、当該スキルを活用した希望に合う仕事
の紹介を行うほか、当該仕事を業務経験や勤務時間の希望などを考慮
しながら、プロジェクトチームによりワークシェアリングで実施

○県内経済団体

事業周知のほか、事業実施後の成果等のＰＲを通じて、育成した女性
デジタル人材の県内企業における就業や参加者の確保等につなげる
○県内市町

市町で実施する女性活躍に係る事業と連携し、市町のセミナー等に参
加した人材の更なるステップアップの機会として県事業の活用を促して
いくなど、県と市町が一体となって、女性の経済的自立や更なる活躍へ
とつながるよう、緊密な連携を図る



事業の概要

女性デジタルワークシェアリングモデル事業　スキーム図

 事業の広報
（参加者募集、成果の発信等）
 プログラム参加者の経費の支援

県

 ワークシェアプログラムの提供
 参加者の全般的なサポート
 習得したスキルに基づく仕事の紹介・マッチング

委託

県内在住の女性

事業内容
説明会

研修
ワークシェアリング業務のマッチング

県SNSや女性同士のネットワーク
を通じて受講者の声を積極的に
発信受講者の伴走サポートを随時対応

○スケジュール

10月～２ 月：研修期間

 集合研修 10月19日(土)、12月14日(土）

 研修終了後、修了認定試験を実施

１ 月～３ 月：ｷｬﾘｱﾋｱﾘﾝｸﾞ

２ 月～３ 月：認定試験合格者がｷｬﾘｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑに登録

 業務の案件紹介

４ 月～    ：受講者は継続してﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを活用

 業務案件の受注可能

○受講実績

受講者：28名

就業等により新たな業務を行った女性の数：11名
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